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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和3年4月1日(2021.4.1)

【公開番号】特開2019-200373(P2019-200373A)
【公開日】令和1年11月21日(2019.11.21)
【年通号数】公開・登録公報2019-047
【出願番号】特願2018-95993(P2018-95993)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   6/122    (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   6/12     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   6/43     (2006.01)
   Ｈ０１Ｓ   5/022    (2021.01)
   Ｈ０１Ｌ  31/0232   (2014.01)
   Ｈ０１Ｌ  31/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  31/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ    6/122    　　　　
   Ｇ０２Ｂ    6/12     ３０１　
   Ｇ０２Ｂ    6/43     　　　　
   Ｈ０１Ｓ    5/022    　　　　
   Ｈ０１Ｌ   31/02     　　　Ｄ
   Ｈ０１Ｌ   31/02     　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｌ   31/10     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和3年2月16日(2021.2.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持体と、前記支持体上に形成された光導波路と、を有し、
　前記光導波路は、
　前記支持体の一方の面に形成された第１クラッド層と、
　前記第１クラッド層の一方の面に形成されたコア層と、
　前記コア層の周囲を覆うように前記第１クラッド層の一方の面に形成された、前記第１
クラッド層よりも厚い第２クラッド層と、
　前記第２クラッド層側が開口され、前記第２クラッド層及び前記コア層を貫通し、前記
第１クラッド層側が閉鎖された開口部と、を備え、
　前記開口部は開口側から閉鎖側に至る第１面及び第２面を備え、前記コア層を長手方向
に沿って切断した縦断面視において、前記第１面の開口端から前記第１クラッド層の一方
の面に引いた垂線と前記第１面とがなす角θ１、及び前記第２面の開口端から前記第１ク
ラッド層の一方の面に引いた垂線と前記第２面とがなす角θ２が何れも鋭角である支持体
付光導波路。
【請求項２】
　前記開口部は、前記第１クラッド層側が前記第１クラッド層内において閉鎖されている
請求項１に記載の支持体付光導波路。
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【請求項３】
　前記コア層を長手方向に沿って切断した縦断面視において、前記開口部は、前記第２ク
ラッド層側から前記コア層側に向かって漸次縮幅する断面視楔状に形成されている請求項
１又は２に記載の支持体付光導波路。
【請求項４】
　前記角θ１及び前記角θ２の何れか一方が４５ｄｅｇ±１ｄｅｇであり、前記コア層の
部分の前記４５ｄｅｇ±１ｄｅｇの面は光の反射面となる請求項１乃至３の何れか一項に
記載の支持体付光導波路。
【請求項５】
　前記角θ１と前記角θ２の差の絶対値は、１４±１ｄｅｇである請求項１乃至４の何れ
か一項に記載の支持体付光導波路。
【請求項６】
　配線基板と、前記配線基板上に接着層を介して搭載された光導波路と、を有し、
　前記光導波路は、
　第１クラッド層と、
　前記第１クラッド層の一方の面に形成されたコア層と、
　前記コア層の周囲を覆うように前記第１クラッド層の一方の面に形成された、前記第１
クラッド層よりも厚い第２クラッド層と、
　前記第２クラッド層側が開口され、前記第２クラッド層及び前記コア層を貫通し、前記
第１クラッド層側が閉鎖された開口部と、を備え、
　前記第２クラッド層が前記接着層を介して前記配線基板と対向し、
　前記開口部は開口側から閉鎖側に至る第１面及び第２面を備え、前記コア層を長手方向
に沿って切断した縦断面視において、前記第１面の開口端から前記第１クラッド層の一方
の面に引いた垂線と前記第１面とがなす角θ１、及び前記第２面の開口端から前記第１ク
ラッド層の一方の面に引いた垂線と前記第２面とがなす角θ２が何れも鋭角である光導波
路搭載基板。
【請求項７】
　前記開口部は、前記第１クラッド層側が前記第１クラッド層内において閉鎖されている
請求項６に記載の光導波路搭載基板。
【請求項８】
　前記開口部の前記第２クラッド層側は、前記接着層により塞がれ、
　前記開口部内の少なくとも前記コア層の部分には空間が形成されている請求項６又は７
に記載の光導波路搭載基板。
【請求項９】
　前記コア層を長手方向に沿って切断した縦断面視において、前記開口部は、前記第２ク
ラッド層側から前記コア層側に向かって漸次縮幅する断面視楔状に形成されている請求項
６乃至８の何れか一項に記載の光導波路搭載基板。
【請求項１０】
　前記角θ１及び前記角θ２の何れか一方が４５ｄｅｇ±１ｄｅｇであり、前記コア層の
部分の前記４５ｄｅｇ±１ｄｅｇの面は光の反射面となる請求項６乃至９の何れか一項記
載の光導波路搭載基板。
【請求項１１】
　前記角θ１と前記角θ２の差の絶対値は、１４±１ｄｅｇである請求項６乃至１０の何
れか一項に記載の光導波路搭載基板。
【請求項１２】
　請求項６乃至１１の何れか一項に記載の光導波路搭載基板と、
　前記光導波路に光を出射する発光素子、及び／又は、前記光導波路から出た光を入射す
る受光素子と、を有する光送受信装置。
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